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日本の真南、ニューギニア島西部に位置するインドネシア・パプア地域。（以下パプア

と呼称し、パプア州、山岳パプア州、南パプア州、中央パプア州、西パプア州、南西パ

プア州を含む地域と定義。）豊富な天然資源と地理的資源を有する同地域はオランダ領ニ

ューギニアのインドネシア統治移管以降、フリーポート・インドネシア社をはじめとす

る外資系企業が事業展開を行ってきた。また、パプアにおいては、歴史と政治的地位を

めぐる議論、疎外と差別の問題、インドネシア国内における開発の遅れ、国家による暴

力と人権問題等の理由からインドネシアからの分離独立を求める動きが続いている1。 

目下、各国が積極的な地政学的外交政策を展開し、パワーの衝突が激しさを増している

アジア太平洋地域2。今後の国際社会や国際関係を展望する上で「大国の狭間」に存在す

る地域を理解する重要性が指摘される中3、パプアはアジアと大洋州(オセアニア)の狭間

かつ中国の主張する「第２列島線」の南端に位置するという「地政学的要所」としてだ

けでなく、豊富な天然資源を有する「地経学的要所」として様々な国からの 「干渉」に

向き合っている。 

目まぐるしく変化する国際情勢と激化するパワーポリティクスの中、内外に複雑な課

題を抱えるパプアが諸外国といかなる関係を構築しているのか考察を深めることを通じ

て、アジア太平洋地域を巡る大国間競争の行く末を展望する一助とすることが本研究の

主眼である。また、国際社会とパプアの関係について理解を深めることは流動化するパ

プア情勢を見極める重要な示唆となろう。 

本発表では、本研究の意義や目的について説明するとともに、慶應義塾大学湘南藤沢

キャンパスアジアマスダ研究プロジェクト支援制度を活用し 2023 年 10 月〜2024 年 9

月にかけて実施した国立チェンドラワシ大学への留学を含む現地調査について報告す

る。 
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